
1 

 

 

 

 

 

 

 

和魂食才  
 

～ 和食が未来を創る ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HAYATOMO KITCHEN 

早友 伸一 

  



2 

目 次 

 

 

序章    和魂食才のビジョン 

プロジェクトの紹介とそのビジョナリーな側面について 

 

第 1章 和食の魅力と再発見 

日本料理とその文化的重要性についての探求 

 

第 2章 地域活性化の道具としての食 

地域を活性化するために食をどう活用するか 

 

第 3章 事業計画の根幹 - お寿司教室の展開 

事業モデルの中心的要素としてのお寿司教室についての詳細な検討 

 

第 4章 地域と共生する事業モデル 

地元コミュニティやビジネスとの協力についての洞察 

 

第 5章 社会課題への挑戦 

過疎化や失業などの問題解決への取り組み方 

 

第 6章 和食を通じた教育の力 

プロジェクトの教育的側面、子どもや大人への日本食に関する教育 

 

第 7章 事業計画の実行 

事業計画を具現するための実際のステップと戦略 

 

第 8章 地域経済へのインパクト 

地域における経済的利益と波及効果の分析 

 

終章  和食が紡ぐ未来 

プロジェクトの潜在的な将来の展開と長期的なビジョンについて  



3 

序章  和魂食才のビジョン 

 

静かな水面に波紋が広がるように、小さな一歩が大きな変革を生み出す。この物語は、そん

な可能性を秘めた和食の世界から始まります。日本の食文化は、ただの食事以上のものを私

たちに提供してきました。それは、人と人とを繋ぐ絆であり、時には哲学でさえあります。

そんな和食の精神を核として、新たな未来を切り拓く旅にあなたは興味がありませんか。 

 

「和魂食才」という言葉には、日本料理の精緻さと、それを支える職人たちの魂、さらには

これからを生きる私たちの知恵が凝縮されています。和食は単なる料理のスタイルではな

く、生活の哲学、美の探求、共生の文化として、私たちの日常に根ざしてきました。その深

い洞察を共有し、和食が世界に与えるインパクトを明らかにしたいと思います。 

 

地域の活性化、社会問題の解決、教育の推進。これらすべてのテーマが、和食という一つの

プリズムを通して、多角的に照らし出されます。私たちのビジョンは、伝統を守りつつ、新

しい価値を創造すること。食を通じて地域を元気にし、人々が集い、新しいアイデアが生ま

れる場を作り出すことです。 

 

これは、壮大な旅の始まりです。和食の歴史に新しい１ページを加えるための、私たちの挑

戦の記録。さあ、一緒にこのビジョンを体験し、和食の新しい扉を開きましょう。和食が未

来を創る、その第一歩を踏み出すのは、今、この瞬間からです。 
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第 1章  和食の魅力と再発見 

 

日本料理は、単なる食事ではありません。それは歴史の物語であり、繊細な芸術、そして人々

の生活の中で息づく文化です。お茶碗一杯のごはんから、丁寧に作られたお寿司一貫まで、

その一つ一つには、技術と情熱が込められています。 

 

縄文時代から続く発酵食品の伝統、平安時代に宮中で磨かれた雅な食文化、そして江戸時代

に庶民の間で花開いた寿司や天ぷらの技術。これらは時を経て、今もなお私たちの食卓を彩

ります。そして今、世界中の人々が和食の奥深さとその洗練された味わいに魅了されていま

す。 

 

海外での和食ブームは、新しい発見と再発見の連続です。かつては珍しかったお寿司や刺身

が、今や世界の多くの都市で手軽に楽しめるようになりました。しかし、真の和食の魅力は、

材料の新鮮さや、季節に合わせた食材の選び方、そして料理を盛り付ける際の美的センスに

あります。 

 

この美しい料理の背後には、自然への深い敬意と、食材への感謝の気持ちが存在しています。

それは、一粒の米を大切にし、一枚の海苔を大事にする精神から始まります。これらの価値

観は、忙しい現代社会においても変わらず、私たちに大切なことを思い出させてくれます。 

 

そして、食は人々をつなげる力を持っています。共に食事をすることで、家族や友人、時に

は見知らぬ人とも絆を深めることができるのです。和食は、その静かな味わいの中にも、

人々を一つにする暖かな力を秘めています。 

 

私たちは、一皿の和食から広がる豊かな世界を旅するように、その魅力を再発見し続けてい

ます。それは単なる食の経験ではなく、文化への旅でもあるのです。 
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第 2章  地域活性化の道具としての食 

 

静かな町に、新しい風が吹き始めました。地元の小さな街角に、新たな命を吹き込む一つの

プロジェクトが誕生しました。それは、地域活性化の新たな手法として、食を通じたコミュ

ニティの再生を目指す「和魂食才」プロジェクトです。 

 

かつてこの地を賑わせていた人々の笑顔を取り戻すために、私たちは地元の食材を生かし

たお寿司教室を開いています。この教室は、単に寿司を握る技術を教える場ではありません。

地域の海の幸、山の恵みを生かし、食を通じて地域の歴史や文化を再発見し、地域愛を深め

る場所なのです。 

 

寿司職人の手さばきに見入る子どもたち、新鮮なネタの味に目を輝かせる観光客。この小さ

な教室から始まる交流が、地域の人々の絆を強くし、過疎化に歯止めをかけるのです。そし

て、地元の食材を使った寿司は、地域経済への温かい貢献となります。農家、漁師、そして

小さな飲食店が、新しい顧客を迎える機会を得るのです。 

 

私たちのプロジェクトは、美しい自然と共に生きる地域に新たな希望の光を灯します。お寿

司一つに込められた地域の魅力が、遠く離れた地域からも人々を引き寄せ、地元の新たな未

来を創造していくことでしょう。地域の食が、人々の心をつなぎ、未来を照らす希望の灯と

なる―それが「和魂食才」プロジェクトの物語です。 

 

 

  



6 

第 4章  地域と共生する事業モデル 

 

お寿司がただの食事であると誰が言えるでしょうか？ ここでは、それがひとつの旅へと皆

をいざなう魔法のような存在です。新鮮な魚が棚に並び、熟練した寿司職人の手によって一

つ一つの寿司が芸術作品に変わる瞬間。それはまさに食文化の舞台裏を覗き見るチャンス

です。 

 

私たちのお寿司教室は、この魅力的な世界への入り口。参加者は、寿司の歴史を学び、シャ

リを握る技術を身につけます。でもそれだけではありません。地元の市場を訪れたり、漁師

や農家の人たちとの対話を通じて、自然の恵みがどのように私たちの食卓に届くのかを体

験します。 

 

教室では、寿司を作る喜びだけでなく、食材の選び方、握り方のコツ、そして食文化の保護

と伝承についても学びます。子供たちは魔法の手さばきを目を輝かせて見守り、大人たちは

熟練の技で異なる寿司が生まれる様子に驚嘆します。 

 

そして最後には、自らが作った寿司を囲んでの食事会。自分たちで握った寿司の味は格別で、

それは新しい友情やコミュニティの絆を生み出すきっかけにもなります。この教室は、単な

る料理教室ではなく、文化と人々を繋ぐ場となるのです。 

 

このプロジェクトは、地域の食材を活かし、地元経済を支えるための取り組みでもあります。

お寿司教室を通じて、参加者自身が地域の食文化の大切な一員となり、そしてその魅力を広

く伝えていく伝道師にもなるのです。 
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第 5章  社会課題への挑戦 

 

時代の流れで、地方は過疎化と失業という二つの巨大な壁に直面しています。しかし、この

困難を乗り越えるために、私たちは地元の食材に光を当てることで、地域に新たな息吹を吹

き込む計画を立てました。清らかな海や川で育つ魚、豊かな土壌で実る野菜たちを活用し、

それを使った料理教室や食イベントを開催します。これらの活動を通じて、地元の方々が誇

りを持ち、外からの訪問者にもその魅力を伝えていけるのです。 

 

特に注目すべき計画は、寿司職人と地域の若者たちが主導する「出張型お寿司屋教室」プロ

ジェクトです。これは、若者たちが寿司職人の技を学び、地域を巡りながら寿司イベントを

提供するというもの。彼らは寿司を通じて経済活動を経験し、その過程で起業家精神や地域

愛を育てます。また、この出張教室が地域を訪れることで、地元の人々と訪問者が交流する

場を提供し、地域の結束を高める効果も期待できます。 

 

このように、一つ一つの活動が連携し合い、食の力で地域の問題解決へと繋がっていくので

す。和食の伝統を守りつつ、革新的な試みで地域を活性化させる。その一歩一歩が、明るい

未来へと続く道なのです。 
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第 6章  和食を通じた教育の力 

 

和食は、単なる料理法を超えて、日本の歴史、文化、そして価値観を反映しています。この

力強い教育ツールを活用し、子どもから大人までが和食の奥深さと美しさを学び、それを日

常生活に取り入れる方法を探求します。 

 

まず、和食の基本から始めます。ごはん、味噌汁、おかずの「一汁三菜」の概念を紹介し、

バランスの良い食事の重要性を伝えます。子どもたちには、おにぎりや簡単な寿司を作るワ

ークショップを開催し、食べ物との触れ合いを通じて食文化の楽しさを教えます。また、食

材の季節性や地域性にも着目し、地元の食材を使った料理を通じて、地域の自然と食文化の

関連性を学ぶ機会を提供します。 

 

大人向けには、和食の伝統的な調理技術や食材の選び方、盛り付けの工夫などを学ぶクラス

を用意します。日本酒や日本茶のペアリングを学ぶことで、食事の楽しみ方を深める知識も

提供します。また、食を通じた健康管理や、伝統的な食文化を次世代に伝える重要性につい

てのセミナーも開催します。 

 

このプロジェクトでは、和食を軸に、食の楽しみ方、健康への意識、地域の価値を再発見す

ることを目指しています。和食の持つ教育的価値を生かし、食を通じて文化とコミュニティ

のつながりを育んでいくのです。この取り組みを通じて、参加者一人ひとりが和食の魅力を

深く理解し、日本の食文化を豊かにしていくことを願っています。 

 

 

 



9 

第 7章  事業計画の実行 

 

事業計画を実現に移すには、まず確かな基盤を築くことが肝心です。緻密な市場分析を行い、

地域のニーズと可能性を見極めた上で、具体的な目標を設定します。目標は、地域の活性化

を促進し、和食を通じた教育の普及を図ることにあります。 

 

次に、資金調達の計画を立てます。クラウドファンディングの活用、地方自治体の補助金、

そして地域の企業とのパートナーシップを模索することで、安定した資金源を確保する方

法を探ります。これには、地域住民とのコミュニケーションが不可欠であり、彼らの協力と

支持を得るために、プロジェクトのビジョンを明確に伝える必要があります。 

 

実践段階では、専門の料理人を招き、地元の食材を生かしたメニュー開発に着手します。同

時に、お寿司教室などの体験型プログラムを計画し、参加者に直接、和食の文化と技術を体

験してもらいます。これらの教室は、地元の食材を使い、季節の変化を感じられるようなカ

リキュラムにします。 

 

プロジェクトの成功を測るため、定期的な評価を行い、必要に応じて戦略を調整します。地

域の人々の反応を見ながら、事業計画の持続可能性と成長を促すための新たなアイデアを

探求し続けます。 

 

最終的に、この事業計画が地域経済にどのように貢献しているかを、明確なデータと共に示

せるようになることが目標です。そして、この経験をもとに、他の地域でも同様の取り組み

が展開できるようなモデルケースを作り上げることが、私たちの大きな夢であり、使命でも

あります。 
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第 8章  地域経済へのインパクト 

 

地域経済に与えるインパクトは、しばしば目に見えない形で現れます。和食の伝統と革新が

交わる場所では、新たな価値が生まれ、それが経済にポジティブな効果をもたらします。お

寿司教室から始まるこの物語は、地域で働く人たちに新しい販路を開きます。彼らが作る食

材が教室で使用されることで、彼らの仕事に新たな意味を与え、経済的な安定へと繋がりま

す。 

 

一方、参加者たちは、和食の奥深さに触れることで、地元の食材への関心を深めます。地域

の食材を使ったお寿司は、彼らにとって単なる食事ではなく、文化への参加となるのです。

この経験が、地域の飲食店や市場への足を運ばせ、地域経済の活性化に火をつけるのです。 

 

また、教室を訪れた人々が SNSで体験を共有することで、地域の魅力が全国、時には世界へ

と広がります。これが観光客の増加に繋がり、宿泊施設や土産物店など、さまざまな業種へ

好循環を生み出します。 

 

こうして和食は、ただの食事を超えた存在となり、人々を惹きつけ、経済を動かす力強い文

化となるのです。それは地域の新たなアイデンティティを形作り、明るい未来へと導いてく

れるでしょう。 
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終章  和食が紡ぐ未来 

 

和食はただの食事ではありません。それは文化であり、歴史であり、そして、私たちがこれ

からも守り続けなければならない貴重な遺産です。このプロジェクトは、和食がもつ無限の

可能性を活かし、地域社会に新しい息吹をもたらそうとしています。未来を見据えたとき、

私たちは和食を通じて、子供たちに健康的な食生活の大切さを教え、地元の農家と連携して

新鮮な食材を提供し、地域経済を活性化させることができます。 

 

また、和食は国境を越えて世界中の人々に愛されています。その魅力を生かし、国際交流の

場としても機能させることで、さらなる理解と友好の懸け橋となるでしょう。私たちの教室

では、お寿司や伝統的な和食を作る楽しさだけでなく、その背後にある哲学や倫理も共有し

ます。地球環境に優しい食材の選び方、無駄をなくす工夫、季節の移ろいを感じさせるメニ

ューの考案など、和食の精神は多方面にわたり私たちの生活を豊かにしてくれます。 

 

そして何より、このプロジェクトは、人々が集い、交流し、学び合うコミュニティを形成し

ます。食卓は会話が生まれる場所です。そこには笑顔があり、新たな発見があり、時には大

切な決断が行われることもあります。和食を軸にしたこの場所から、次世代に継承すべき価

値観や知恵が育まれ、地域の新しい文化として根付いていくことでしょう。 

 

このプロジェクトが目指すのは、単に料理を教えることではありません。それは、和食を通

じて、より良い未来を紡ぎ出すための挑戦です。私たちの取り組みが、食文化の新たな扉を

開き、次世代に希望の灯をともす一歩となることを願っています。和食が紡ぐ未来は、私た

ちの手で形作られ、そのストーリーはこれからも続いていくのです。 
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早友 伸一（はやとも しんいち） ／HAYATOMO KITCHEN代表 

 

福岡県香春町生まれ。 

 

早友食堂 3代目。元陸上自衛官。自衛隊の定年退官後、大阪辻調理師専門学校にて調理師免

許等を取得。関西滞在間にお寿司インストラクターとして 2年間で約 2万人の世界中の人々

に対してお寿司作りイベントを開催した経験をもつ。 

 

2021 年からは、地元のボランティア団体＜食のコミュニティかわら＞に所属し、子供未来

プロジェクトとしてお寿司教室を展開。食を通じて人々を幸せにすることに情熱を注いで

いる。 

 

HAYATOMO KITCHEN ホームページ 

https://hayatomo-kitchen.com/ 


